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1982年10月
第24次観測隊の出発に際 して
前 晋 爾
1.第24次隊の計画
例年の如く24次隊は11月25日に晴海から出港する.第
25次隊から新船 「しらせ」が就航するので,11月25日に
出港する最後の隊 となるかもしれない.第24次隊は 「ふ
じ」最後の航海で南極に送 られる隊となるが,我 隊に課
せられた任務は砕氷船が 「ふ じ」から 「しらせ」に変る
ことから少々複雑になるであろう。
24次隊は23次隊からスター トした3大 観測計画,中 層
大気総合観測計画(MAP),東クイーンモー ドラン ド研
究計画,沿 岸生態系における生物生産の基礎研究(BIO
MASS)と新発電棟建設を引き続いて実施する予定であ
る,これ らの計画及び作業については,前年星合23次観
測隊長が詳細に本ニュースに記述しているので,24次隊
の計画と作業の特色について記 したい.
まず東クイーンモー ドランド研究計画では,日本隊と
して初めてセールロンダーネ山脈まで調査旅行を行 う.
.
セールロンダーネ山脈はベルジカ山脈(20次隊で到達)
約3001k皿西方に位置している巨 大な 山脈(300×300
km2)であ り,ほとんど調査の手が入っていない.ま た
当然やまと山脈から七一ルロンダーネ山脈に至る地域と
その後背域は未調査域であり,この地域に24次隊がは じ
めて雪氷学的調査のメスを入れる.
東クイーンモー ドラン ド研究計画が調査地域の拡大を
めざすのに比較し,　MAP・BIOMASSとも昭和基地に
腰をすえての観測である.未調査域にいどむといった感
激は希薄ではあるが,両 観測計画とも新たな手法を用い
て研究観測を行 う.　MAPで は,レ ーザーレーダーと赤
外分光器を用いて成層圏 ・中間圏のエアロゾル及び微量
気体成分の観測を行 う,一方BIOMASSは22次夏隣に
引き続き潜水調査による海中及び海底の生物調査を本格
的に行 う.22次隊で得 られた結果に相当な量 と質の成果
を加えることができるものと期待している.
その他越冬隊の観測計画としては,例 年実施している
定常観測を行 う,すぐに目立つ成果はでないが,長い年
月の観測によっては じめて輝きがでてくる地味な観測で
ある,これ らの観測には,気象 ・地球物理 ・電離層 ・環
境科学 ・測地の観測がある。特に測地の観測では我国初
のセールロンダーネ山脈の本格的空中写真撮影を行 う.
昭和基地より1000km以上もの遠隔の地であるため,航
空燃料輸送,現 地での航空基地の設置など非常に大きな
オペレーションとなる.
夏隊の観測計画は,これも例年通 りの海洋物理 ・化学
・生物の観測を 「ふ じ」船上及び昭和基地 にて実 施す
る.地学関係の野外調査は リュツォ ・ホルム湾の露岸地
域で行うが,23次隊と同様鉱床学的調査と測地の基準点
設置に重点がおかれる,夏のオペ レーションで%次隊と
して新たに取組む観測作業は,昭和基地の西方旧ベルギ
ー基地 ロアボー ドワンに近いブライド湾に 「ふ じ」を回
航し,25次には諸般の事情が許せばプライド湾から上陸,
直接,セ ールロンダーネ山脈に地学調査隊を送 り込む計
画が予定されているので,その事前調査として上陸地点
の調査等を行う予定で あ る.「ふ じ」の初航海,第7次
観測で昭和基地の帰路ロアポー ドワン基地を訪問してい
る.従って,「ふ じ」が最終航 海 で旧ロアポー ト'ワン基
地を訪問するのも何かの宿命を感ずる.
以上のような観測計画の他に,夏ではあるが新発電棟
の上屋建設という大工事がある.上屋の建設には常に大
量の資材がついてまわるが,新 発電棟とい う従来の建築
物とは桁違いに巨大な建築物を建設するには多 くの問題
が派生する,まずその多量の資材を如何にして 「ふ じ」
の船倉に収めるかである.重量 ・容積ともに限界がある
ので,例年ぎりぎりのところで積み込んでいくわけであ
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るか ら,建築資材を積み込むと他の物資を減らさなけれ
ばならない.し かし減らすことのできるものは燃料しか
な く,今次隊も大幅に燃料を減 らさざるを得なくなった.
250PtFrgttl　「しらせ」が就航し充分な資材を積み込める
ので,25次でこのような巨大な建築を行うのが最も妥当
ド あ ロヤ
な考えであろうが,25次隊ではロケットを打ち上げるた
め多最の電力を必要 とし,従って24次隊はL記 のような
状況にならざるを得ないので あ る。「ふ じ」から昭和基
地への空輸,基 地での作業もまた大変であろうと覚悟 し
ている.
(筆者:第24次南極地域観測隊長,
国立極地研究所教授)
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築17回SCAR総 会報 告
楠 宏
去る6月28口から7月9日 までレニングラー ドにおい
て第17回南極研究科学委員会(SCAR)が開かれた.日本
からの出席者は当研究所の永田武所長(n本 の常 任代
表),筆者(代表代理),平沢威男教授の3名 であった.
会場はネバ河に臨む 「科学者の家」とよばれる科学アカ
デ ミーレニングラー ド支部に属する建物で,19世紀の中
ごろ建てられたロマノブ宮殿である.歴史的建造物とし
て内部の修復工事が進行中であった.参 加者のほとんど
が対岸のレニングラー ドホテルに宿泊した.参 加者はベ
ルギーを除 く加盟国14か国および関連学術 団体 の代 表
く例えば,永田所長は国際測地学地球物理学連合の代表),
さらにオブザーバーとしてブラジル,イ タリー,オ ラン
ダか ら各1名,中 国から4名(こ の中の2名 は現在極地
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研に留学中)が 出席した.総 数約100名であった.前 記
の期間中,第1週 には南極設営シンポジウムをはじめ,
生物,設営,超 高層物理の作業委員会および専門家グル
ープの会合が開かれた,これ らの委員会等の報告は第2
週の本会議に提出され検討された.
本会議は7月5日 から始ま り.ソ連の南極委員会の委
員長でSCARの 幹事でもあるAvsiuk教授の開会の辞
のあと,ソ連の関係者およびSCAR会長のKnox教授か
ら挨拶があって開会式が終 り総会に入った.前 回と同様
に,総会では報告事項のような簡単な議題については迅
速に議事が進められ,と くに審議を要する議題について
は代表者会議や臨時(ad　hoc)グループ(座長は常任代
表か代表代理)で 検討し,最終総会で報告されることと
なった.臨時グループは鉱物資源,気候研究,　BIOMASS
財政について組織された.鉱物資源問題な どについ て
は,す でに常置的な専門家グループが発足してお り,こ
れ らのグループの報告等を第3者 の立場から審議するの
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が臨時グループの役目である.これに専門家グループの
委員も出席するが,コ ンサルタントとして の資 格 であ
る.
SCARには10の常置作業委員会と4の専門家グルー
プが置かれている.これ らの組織は南極の科学研究の推
進はもとより,南極条約や政府間機関などとも関係が深
い.第1週 に開かれた生物作業委員会では南極条約協議
会議の勧告X-1(南極鉱物資源の探査開発)に関係する
生態面の検討を行った.こ の結果は総会の勧告として,
各国政府に対し国内委員会から「南極保護地域ア トラス」
の刊行(1984年の 予定)に 資金的援助を要請した.ま
た,設 営作業委員会の報告に基づき,総会では南極通信
ハン ドブックの作成,商 業又は私的探検への政府の負担
の軽減,観 測設営行動の情報交換(政 府間の正式通知に
先立ってのSCAR枠 内での交換)に ついて勧告を出し
た.ま た;海 洋作業委員会は,　SCAR以外に南大洋研
究機構が種々あり今回で廃止されたが,こ れらとの連絡
を計ることとなった.
専門家グループの報告中,ア ザラシ専門家グループは
1982年末に南極アザラシ研究ハンドブックを作成し,来
年小集会を開 くことが示された,南大洋生態系および生
物資源の専門家会議は極地研ニュース50号に示されるよ
うに日光で開かれた.こ の会議の報告などを基にBIOM
ASS臨時グループが今後の計画や財政について検 討 し
た.そ の結果生物資源専 門家 グループは3年 毎に会合
し,この間5名 のBIOMASS執行委員会を設けて実務
に当ることとなった.そ の他BIOMASSデータセンタ
ー,1986年にBIOMASS計画の他のグループによる評
価などが合意 された.　BIOMASSの財政はSCARと別
会計の部分が相当の額を占め,関係国か らの別途支出と
なっている.活動の増大に伴 う支出の増加に対する節約
と各国からの醸出も問題となった.南 極鉱物資源に関す
る専門家グループ(AEIMEEグループ)の活動は南極
条約の勧告と.密接な関係にある,今回は特に条約の勧告
X-1とX-7(南極海洋環境の油汚染)を中心に検討し
た.明 年春までに報告書を作 り,各国の南極研究委員会
から各国政府に伝えられ,明 年9月 にオース トラリアの
キ.ヤンベラで開かれる第12回南極条約協議会議に提出さ
れ ることとなった.南 極気候研究専門家グループは第1
次の研究実施基本計画を昨年春に作成した.昨 年末この
グループの改組(現 在筆者が座長)が あり,通信連絡お
よび7月.1-2nの会合で勧告案を作った.こ の案の検
討が臨時グループで行われ,総 会の勧告として各国の南
極研究委員会で実施立案の呼びかけを行った.と くに海
氷研究の重要性が指摘 されている.
SCARの主催又は共催するシンポジウムの承認 が行
.われtcL・正式のタ.イト.ルは省略するが,古 気候(MOS－
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COW,1982年8月),南 極地 学　(Adelaide,　1982年8
月),南 極 生物(南 ア フ リカ,1983年9月),南 極 半 島の
生 物(Buenos　Aires,　1983年4月),極地 気 象(Hamburg,
1983年8月),南 極 生 物　(Santiago,　1984年,第18回
SCAR総 会),南 極 雪 氷(西 独,1986年),
財政 検 討 グ ル ー プの 報 告 に 基 づ き,総 会 の勧 告 と して
各 国 の 分担 金 を1983年に12%,1984年に12%夫 々増加 す
るこ とを 決定 した.加 盟 国 の 中 に は 毎 年1噸 し か 支 払 っ
て い な い 国 も あ り,財 政 事 情 は きび しい もの が あ る,
役 員 の改 選 が あ って,次 期(1982-1986)会長 に 米国
のJ.　H.　Zumberge(南カ リフ ォル ニ ア 大学 長).副 会
長 に 南 ア フ リカのJ.　P.　de　Wit,幹事 に　Avisiuk(1982-
1984)が選 出 され た.な お 現 在 副 会 長D　R.　M.　Martinez
Abal(アル ゼ ンチ ン)は1984年ま で続 け,　Knoxは1986
年 ま で前 会 長 と して 執 行 委 員 を務 め る.
次 回(第18回)のSCAR総 会 は チ りの　Santiagoで
1984年の9月24nか ら10月50ま で 開 かれ る予 定 であ
る.同 時 に生 物,設 営,超 高 層 物理 学 作 業委 員 会 が開 か
れ,「 南極 お よび 亜 南 極 の生 態 系 にお け る生物 学 的 変化 」
に 関す る シ ン ポ ジ ウム と 「南 半 球 高 緯度 地 域 の超 高 層の
エ ネ ル ギ ー論 と力 学 」 に関 す る ワー ク シ ョ ップ が併 催 さ
れ る.ま た,第19回(1986)は 西 ドイツ,第20回(1988
年)は 南 ア フ リカ とな って い る.
筆 者 は 第1週 の 設 営 シ ンポ ジウ ム に 出 席 し報 告 の発 表
と とも に座 長 を務 め た.航 空 機 の利 用,建 物 の 恒 久 化,
人工 衛 星 の 利 用 な ど を中心 に65箭の 発表 が あ った.論 文
は ソ連 で 印 刷 発行 の 予 定 で あ る.ま た,総 会 の期 間 中に
IAGP　(国際 南 極 氷床 観 測 計 画)の 協 議 会 議 が 開 か れ,
日本隊 の 雪 氷 観 測 の 報 告 をす る と共 に,明 年 以 降 の 研 究
計 画 な ど につ いて 協 議 を行 っ た.さ らに設 営 の 作 業 委 員
会 に も出 席 した が,　SCAR総 会 で は 多 くの会 合 が 併 催 さ
れ てい て,今 回 わ が 国 か ら生物 学 者 の 参 加 が な か った の
は残 念 で あ った.今 後 も各 種 会 合の 併 催 が充 分 に 予 想 さ
れ,わ が 国 か らの 出席 者 数 を増 員 しこれ らに 充 分 対 処 で
き る こ と が望 ま しい.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 企 画 調 整 官)
南極海洋生物資源保存条約
科学委員会に出席して
松 田 達 郎
日光で行われた　BIOMASS国際研究集会の主要会議
である通称BIOMASS専門家会議を終え,中1日 おい
てタスマニヤのホバー トで開かれている標記委員会(6
月7日から11日)に参加した.日 光では新緑の6月 だっ
たが,ホバー トは木枯らしの吹きす さぶ 冬の6月 だっ
た.条 約が発効しての第1回 の委員会なので委員会の規
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則,事 務局の組織,分 担金を含む予算案の承認と難航し
ているところで科学委員会開催になっていた.規則はで
きていると思って来たのに,我 々の会議を開こうにも規
則づくりか ら始めるとい うのだ,仮 議長の下で規則をつ
くりながら,一方では科学的内容の実質的問題について
Sahrhage博士(西ドイツ)を座長として非公式会合が開
かれた.
一週間の間での非公式会合はあわせて2日間位にはな
ったと思 うが,その中でまず今まで南大洋についてどの
ような研究がなされて来たかとい うことの調査,そ の情
報の入手等について話合った.次 いで南の大洋生態系の
概要について論議され,こ れが生物資源を考える上に基
本的に重要であることを認 めつ つ,そ の解 説 をBIO
MASSグループの科学者に依頼することとなった.生 物
資源の管理についてはまだまだ多 くの問題や知識の欠除
していることが指摘されたが,まずもってBIOMASSグ
ループが実施しようとしている第2回 目の実験計画(SI
BEX)を全面的に支援してそのデータを利用しつっ,資
源の実体をつかむための生態系のモデ リングの研究を奨
励することが論ぜられた.
多くの問題があるが,データセンターを設 置す るこ
と,資料の収集についての努力,生 物資源管理のための
手法を見出すべくセ ミナーの開催等を申合せたが,最終
Nになっても科学委員会の規則はソビエ トと欧州経済共
同体(EEC)との間の合意が得られぬ故にでき上らなか
った.し かし申合せの事は緊急を要することなので何ら
かの形で実行にうつされるだろ う.われわれ南極観測の
中でこつこつと調査して来た南極海の基礎 的研 究結 果
が,直 接資源問題を考えるための重要な柱になつている
ことを改めて認識するとともに,今 後とも基礎的問題を
しっか りとみつめつつ研究を進めることが重要なことを
痛感し,身のひきしまる思いで帰って来た.
(筆者:国 立極地研究所研究主幹〉
南極鉱物資源問題南極条約
特別協議会議
吉 田 栄 夫
1982年6月14日から同月25日まで,ニ ュージーランド
のウエ リントンで,南極条約特別協議会議 が開 催 され
た。これは,近 い将来起 り得ると予測される南極におけ
る鉱物資源の探査 ・開発について,そ のルールづ くりに
関する諸問題を討議するための会議であり,我が国から
は外務省科学課の林課長,八 木事務官,資 源エネルギー
庁石油部の大関班長,石 油公団の斉藤調査役 らの方々と
筆者が参加した.今 回の会議は,第11回条約協議会議の
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勧告に基づ くもので,予 め定められていた議題は,D鉱
物探査 ・開発のレジーム(制度)の 内容の検討,2)レジ
ームの法形式,3)次回の協議についてであった.
南極の鉱物資源問題はかなり以前から条約協議会議で
取上げ られ,1972年同 じウエ リントンで開かれた第7回
協議会議の勧告で言及されている.爾来,本 会議や特別
準備会議で論議が続けられてきた.も う一つの資源問題
である海洋生物資源に関しては,す でにその保存条約が
結ばれて,環境保全や資源管理の方策の樹立がその緒に
ついたが,鉱物資源の方の体制づくりは,急 ぐべきだと
の声は一致しているものの,そ の歩みは必ず しも早 くな
かった.しかし,世界的な資源問題,探 査 ・開発技術の
進歩,こ とに最近の新海洋法制定問題の解決などの諸要
因から,レジームの制定は焦眉の急であるとする南極条
約協議国各国の認識は一層高ま り,今回の会議ではこう
した空気を背景とした一種の緊張感が強 く感 じられた,
レジームに盛込まれるべき内容には,そ の日的や適用
されるべき資源活動,設 置さるべき科学委員会ほかの機
関,探 査 ・開発に至る具体的な手続や規制の問題,環 境
保全の規定など多くのものがあ り,その骨格ともいうべ
きものが,た たき台として 討議 され た.各 国の立場の
差,こ とに領土権主張国と非主張国の違いは大きく,今
後具体的内容の詰めには難関も多い.し かし,南極の環
境保全と科学調査に責任を有する南極条約協議国は,環
境保全と同時に,将来の資源の賢明なる利用をはかるた
め,智 恵を出し合って,こ れを克服していかなければな
らないのは共通の課題である.会議は議論の途中で終っ
たが,早 急に結論を得るため,明年1月 再びウエ リン ト
ンで集まることとなった.明年はオース トラリアで第12
回の南極条約協議会議が開かれ るが,その前にさらに西
ドイツで鉱物資源問題の会合を開 くことも相談された.
鉱物資源探査 ・開発レジーム作成へ向けて,動 きは早ま
りつつある.
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門教授)
南 極 観 測 隊 便 り
23次越冬隊の近況
8月 に 入 り好 天 が続 き,日 －nと 太 陽 の 出 る時 間 も長
くな っ て き て,い よ・い よ屋 外 観 測 の 時 期 を迎 え た.し か
し,南 極 で 一 年 の最 低 気 温 が 出 るの は,8月,9月 に 多
く,本 当 の厳 しさ は これ か ら と言 った と ころ だ.
風 も な く快晴 の続 い た9月 初 め,気 温 は下 降 を続 け,
遂 に,9月4日,-45.3℃ と な り,こ れ ま で の 最 低気 温
だ った 昭 和36年7月28日の 一42.7℃を下 回P,昭 和基 地
開 設 以 来 の 最低 気 温 を記 録 し た.
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昭和基地では,この記録的な冷え込みのため,排水バ
イブの凍結や'Ti上車の燃料系統の故障などがあったが9
月以降に行なわれる内陸調査旅行の為の車輌整備や諸準
備は順調に進められている,設営関係は概ね順調で,隊
員の健康状態も良好である.
観測では,島 しょの トラバース測吊:と地質調査が平行
して行なわれたほか,今年の重点観測の一つである生物
観測も順調に進められてお り,トラップやはえなわで採
取される生物サンフルに隊員達の関心 も高い.そ んな中
で8月7Hか らgnに 仕掛けた延えな わに 掛かった,
75cmのライギョダマシ(flf"(.)に隊員達はビックリ,
写真を撮った り,専門の隊員から説明を聞いた りで,基
地内でのちよっとした トピックスとなった.そ の他の観
測も順調に経過している.また,9月1[1には,み ずほ
基地へ第3回Hの 補給旅行隊が出発,長 い冬の間を同基
地で過した高橋,石 川.田中,森 田,大 前の5名 に代わ
り,10月末の次の人員交替までの問,同 基地の管理運営
は高橋(継続),飯野,金 子(秀)の3名が当る.
同旅行隊は低温の影響による車輌の トラブルはあった
ものの,同基地での予定の行動を終え,22Fl,昭和基地
に無事帰投した.
見て,留 守を預かる家族は一同安心した様子だった.
最後に,越 冬隊を迎えに行くことになる24次隊の前隊
長,大 山副隊長と共に歓1淡を交えた昼食の後,隊 員へあ
てて寄せllFきを思い思いに薄き,記念写真を撮って散会
した,
摘鰭讃
・t
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当研究所中庭での記念撮影
研究所出版物
第23次観測隊の家族会開かる
第24次隊の出発準備があわただしくな り始めた10月1
日,第23次越冬隊留守家族会が,家族会会長の星合隊長
夫人主催により国立極地研究所講堂で開催された.今 回
は21家族,小 人を含めて計48人と夕放つ参加があり盛会
であった.
星合隊長夫人の挨拶に始まり,光岡事業部長から23次
隊の近況等の話,ま た,家 族へあてた23次隊からのメッ
セージ,写真が披露された.続 いて,越 冬隊の待ち望ん
でいるものは家族からの便り,写真などであるなど,留
守家族の質問に答えながら託送品,第 一便で送る荷物に
ついての説明が行われた.更 に今年の2月まで23次越冬
隊員と行動を共にした夏隊員が,"ふじ"船上や南 極 で
撮影したスナ ップ写真のスライドを上映 し,越冬隊員の
夏の生活を紹介した,南極で元気に活躍する夫や息子を
蒋ζ栂{ぞ」粁↓76シ ナ147p.1982{f・g月
Memoirs　of　Nati`)nal　Institute　of Polar　Research
　 Special　Issue,　No.　22;　Proceedings　ofthe
　 　 Fourth　Symposium　on　Coordinated　Ob-
　　　servati`ms　of　the　[onosphere　and　the
　 　 Magnetosphere　in　the　Po[ar　Regions,　ed.
　 　 by　T,　Nagata.　287p.　 September　1982
JARE　Data　Reports
No.　75　(Oceanography　1)二　〇ceanographic
　 　 Data　of　the　21st　Japanese.Antarctic　Re・
search　Expedltion　fro皿November　1979
　 to　April　1980,　by　K.　Matsumoto　and　M.
　 　 Mine.　44p,　 August　1982
　 No,　76　(Oceanography　2):　Oceanographic
　 　 Data　of　the　22nd　Japanese　Antarctic　Re・
　 　 search　Expedition　from　November　l980
　 　 to　April　1981,　1)y　S.　Kuramoto　and　K.
　 　 Koyama.　50p,　 August　1982
新版衛星画像合成図受入のお知らせ
リー サ ー ラ ル セ ン半 島(Riiser-Larsen　Peninsula)
1:　2SO,　eOO衛星 画 像 合 成 図(1982年国土 地 理 院作 成).
在 庫 が あ りま す.ご 希 望 の 方 は 図書 室 ま で 申 し出 て下
さ い.
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8月5口 ～8月6n　 Dr.　Nunn,　D.(英 国 サ ザ ンプ ト
ン大学 工 学 部 助 教 授)
8月30n～9月1「|林 海 底(中 国 科 学 院 大 気物 理 研
究 所 研 究 員)
9月8口 　 Dr.　Shinn,　A.　(米国 立 科学 財 団深 海 掘 削 計
画 局 長)
名誉教授称号授与
9月13日の文部省令改正により当研究所の名誉教授称
号授与規則が制定された.こ れに伴ない第一レ}の名誉教
授の称号が,村 山雅美前次長に与えられた.
● 授与式・・創立記念・であ・・月2gn午1}・j11時・・分・ら第一会議室において,教 授,両 部長及び各課(室)長
出席のもとに所長から授与された.
永年勤続者表彰
昭和57年度の永年勤続者表彰式が,創 立記念日である
9月29日午前11時40分から第一会議室にお い て行 な わ
れ,松 里房子図書係長,佐野雅史定常観測係長の両氏に
表彰状及び記念品(銀 杯)が贈呈された,
第28回運営協議員会議
9月21日に開かれ,以下の事項を審議した.
1.教 官人事について
2.国 立極地研究所名誉教授称号授与規則について
10月1日
(昇任)
職員の異動
超高層物理学第一研究部門教授に神沼克伊
(地学研究部門助教授)
雪氷学研究部門教授に前 晋爾(同部門助教
授)
地球物理学研究部門助教授に佐藤夏雄(同部
門助手)
雪氷学研究部門助教授に藤井理行(同部門助
手〉
第23次月例報告
〈7月 ・8月 〉
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ザ ー ドnが あ る な ど悪 天 候 続 きで あ った.
8月 に 入 って か らは天 候 も安 定 し,昭 和 基 地 内 外 の観
測,設 営 の 業 務 は 順調 に経 過 した が,後 半,低 温 の た め
台所 排 水 パ イ プの 凍結,小 型 雪.上車 に燃 料 の 粘 度 増加 に
伴 う障 害 が 発 生 した.
観 測 報 告
測 地:ル ンバ,シ ガ ー レ ン,ユ ー トレホ プ デ ホ ル メ
ン,シ ス テ ル フ レー セ ネ,ウ ン ガネ,ナ ップ オ イヤ,ハ
ム ネ ナ ッペ ン間 の トラバ ー ス測 昴二を実 施 した .
雪 氷 ・地 学18月 上 旬 か ら中 旬 に か け て ナ ップ オ イ
ヤ,ウ ンガ ネ,シ ス テル フ レー セ ネ,ユ ー トレボ ブデ ホ
ル メ ン,イ ン ドレポブ デ ホ ル メ ン,シ ガ ー レ ンの地 質 調
査 を 実 施 し た.ま た,下 旬,イ ンパ ル ス レー ダ ー に よ
り,生 物 定 点1～5線 の 海 氷 厚 を 測 定 した.
極 光 光学 観 測:テ レビカ メ ラ及 び フ ォ トメ ー タに よ る
光 学 観 測 を行 った.7月 は,地 磁 気 活動 度 が 高 か った た
め,ブ レー ク ア ップ タ イ プ及 び強 い パ ル セ ー テ ィ ング タ
イプの オ ー ロ ラが 観 測 され た.　VHF　ドップ ラ ー レー ダ
ー も連 続 観 測 を行 って い た が,そ れ との 関 連 で 興 味 深 い
オ ー ロラ現 象 と し て,み ず ほ.上空 の ア ー ク の 動 き(NS)
及 び レ イ構 造 の 動 き(EW),パ ル セ ー テ ィ ング オー ロ ラ
及 び ハ ラ ング附 近 で の 南 北 に の び た オ ー ロ ラ等 が観 測 さ
れ た.8月 に は,固 定 フ ォ トメー タをVHFド ップ ラー
の デ ー タ と比 較 す るた め,南45° で あ った もの を磁 南 方
向,仰 角18°(みず ほ上 空 高 さ100km)に セ ッ トし直 し
た の で,東 向 きオ ー ロラ電 流 に伴 うオ ー ロ ラ が 観 測 さ
れ,同 時 にVHFエ コ ー の 散乱 反 射 のあ った 例 が 多 く,
興 味 深 い.
設営報告
燃料消費内訳
7月10日に太陽を迎えた昭和基地の雰囲気は一段と明
るくなったが,みずほ基地では中旬に連続13日間もプリ
ー7
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区 分
消費量
月:8
残 量i消 費量
単位:1
月
残 量
普通軽油 16,012
油7,181
276.36315,826260.537
灯 36,036.7,63728,399
通信17月 中旬に磁気嵐現象が起P,対銚子,対KDD,
対モーソン及びみずほ基地との交信不能の日があった.
短波回線の状態は全体的に悪 く,周波数を変渡して交信
することが多 くあった.ま た,施 設関係ではSM504,
505に150MHz(JHV-224T)トランシーバーを取 りつ
けた.JAX-29ファクシミリ受信機の紙送 りの トラブル
は,紙送 り部記録部の分解修理により改善された,
機械:雪 上車,居 住カブースなどの整備を完了し,内
陸用居住カプースの上屋内部の改造 も実施した.みずほ
基地では,医療棟に換気扇を取付けた,
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations>
平均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃〉
平均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　Wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量:　(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴n数 　(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
7月(July)
一17 .8
一5
.6
-29 .1
984.6
1.1
61
8月(Aug.)
一22 .4
一6
.4
-38
,3
986.2
0,9
60
み ず ほ 基 地(Mizuho:89544)
7月(July)
一43
.0
一26.9
-57.0
8月(Aug.)
一45.9
一29.6
-59.9
726.3
　 (station　pressure)
8.04,713.2
29.4(17,E)22.6(3,NNE)20.4(21,ESE)
35.4(17,19,E)27.6(27,NE)
6.35.7
3 7
722.4
11.8
18.4(29,ESE)
－ttfit"一－Frt_V_L.1_戸'ゲ
【極地豆事典】
1-一
～
ACV(ホ ー バ ー ク ラ フ ト)
縷聯1躍
壕 ㌧
エ ア ー ク ッ シ ョ ン艇
ACV　(Air　Cushion　Vehicle)　とい う乗物 は,ホ ーバ
ー クラ フ トと商 品 名 で 呼 ば れ るほ う;メ一 般 に わ か り よ
い.
これ は非 常 に新 しい 乗 物 で,1950年代 に英 国 で開 発 さ
れ,1960年代 に実 用 化 され た.現 在 英 仏 間 の ドー バ ー海
、
峡で連絡船として活躍しているし,日本でも宇野と高松
の間で,普 通の連絡船と並行して国鉄により運航されて
いる.
この船の長所は海の乗物では最も早いことであり,ま
た平 らな陸上でも走行できる水陸両用性を有しているこ
とである.　ACVは 船体周囲をかこっているスカー トと
称するゴム製の枠の中に,下 向けに空気を吹出し,船体
季
を海面上わずかに浮かせ,推進用のプロペラによって前fξ
進ずる,浮いて走ることは短所ともなり,横風が強い時1
には流され方もひどくなる.;
かって南極大陸を横断した英 国の フックス博士は,1
・965年・極地・おけるACVの 有用性を説・・.・れ・1
接地圧が非常に小であることによる安全性と詠 上や氷}
ボ
上 を毎 時50kmか ら100kmの 速 さで 走 れ る こ とで あ っ;も
た.接 地 圧 は 雪 上 車 で は 普通0.2kg/cm2ぐら いで あ る}
が,　ACVで はそれより・紗 なくは 華海 氷..hでも走1
ク
れ,た とえ氷が割れても水陸両用のために,そ のまま走{
行を続けることができる,また氷原との隠れたクレバス
の通過でも落ち込む危険性は極めて少ない,
昭和基地は島にあるため,夏 には周囲の海氷が融けて
雪上車の走行に危険な年もある.また船から基地までの
越冬物資の輸送は,主 としてヘ リコプターによる空輸に
頼っているが,2ト ン以上の重量物や,6m以 上の長尺
物などは分解して運ばざるを得ない.も し大型のACV
で雪上車,カ ブースや鉄骨などを分解しないで選べるよ
うになれば,車 輌,建 築,機 械の部門で分解,組立て,
調整の手間がはぶけ,重品軽減などでも大いに有利とな
る.危険な大陸上のクレパス地帯の通過や,夏 の沿岸の
海氷上の行動にも役に立ちそ うである.
日本隊では,18次で始めて小型のACVを"ふ じ"の
周囲の定着氷上でテス トをした.22次では,さ らに改良
した試作艇がふ じより昭和基地 ま で約55kmを4時間
で自走した,越 冬中に何回かの走行を試み,平 坦な海氷
上での走行に十分使用できることが判った.
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